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酸化物熱電材料は高温環境で化学的に安定であり，毒

性が小さく,安価であることに加え，高い熱電性能を持

つ NaCo2O4 の発見などによって注目されている．その

中でもペロブスカイト型 Fe 酸化物は Heikes の式 1)より

同一母相で高い p 型と n 型の熱電性能が期待できる．本

研究では Nd1-xSrxFeO3-δに着目し，その結晶・磁気構造，

及び, 熱電特性を評価した． 

大気中 1000℃で仮焼きし，一軸加圧でペレット状に

成型後，酸素雰囲気中 1200℃（x≧0.6 では 1150℃）で

焼結し，Nd1-xSrxFeO3-δ (0.1≦x≦0.9)の 9 種類の多結晶試

料を固相反応法により作製した．結晶・磁気構造は 10∼

15K，300K，500K の中性子回折データを RIETAN -FP

及び GSAS-Ⅱでリートベルト解析することで同定した． 

300K では，0.1≦x≦0.2 で空間群 P21/mの単斜晶ペロ

ブスカイト構造、0.3≦x≦0.9 で空間群 Pnmaの斜方晶ペ

ロブスカイト構造であった．磁気構造解析では，x≦0.6

では G 型反強磁性秩序が確認され，磁気モーメント方向

は格子定数の短軸方向と一致した．また 10∼15K では，x

≧0.5 で空間群 C2/cの単斜晶ペロブスカイト構造をとる

ことが分かった．500K では，結晶構造は 300K と同様で

あり，0.1≦x≦0.2 で G 型反強磁性秩序が確認され，x≧

0.3 では磁気相のピークは見られなかった．発表では熱

電特性と結晶・磁気構造との関係についても報告する． 
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Fig.2 Lattice constants of pseudo-cubic 

at (a) 500K, (b) 300K, and (c) 

10K≦T≦15K. 

Fig.1 Magnetic moment obtained from 

PND measurement at (a) 500K, 

(b) 300K, and (c) 10K≦T≦15K, 

and effective magnetic moment 


